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(57)【要約】
【課題】ジアセテート繊維とトリアセテート繊維の両素材を紡糸時に混繊することで嵩高
性と風合いに優れたセルロースアセテート混繊糸を効率的に製造する。
【解決手段】ジアセテート繊維とトリアセテート繊維を同時に紡出し、混繊するセルロー
スアセテート混繊糸の製造方法において、下記の（１）～（３）を満たす製造方法。
（１）０．１５＜Ｖｆ／Ｖｊａ＜０．５０、且つ、１２００＜Ｖｊａ＜１６５０
（２）０．１５＜Ｖｆ／Ｖｊｂ＜１．２０、且つ、２００＜Ｖｊｂ＜１６５０
（３）３００≦Ｖｆ≦７００
　式中、Ｖｆは紡出時の引き取り速度（ｍ／分）、Ｖｊａは、ジアセテート繊維の紡糸原
液の紡糸ノズルからの吐出線速度（ｍ／分）、Ｖｊｂは、トリアセテート繊維の紡糸原液
の紡糸ノズルからの吐出線速度（ｍ／分）を示す。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジアセテート繊維とトリアセテート繊維を同時に紡出し、混繊するセルロースアセテー
ト混繊糸の製造方法において、下記の（１）～（３）を満たす製造方法。
（１）０．１５＜Ｖｆ／Ｖｊａ＜０．５０、且つ、１２００＜Ｖｊａ＜１６５０
（２）０．１５＜Ｖｆ／Ｖｊｂ＜１．２０、且つ、２００＜Ｖｊｂ＜１６５０
（３）３００≦Ｖｆ≦７００
　式中、Ｖｆは紡出時の引き取り速度（ｍ／分）、Ｖｊａは、ジアセテート繊維の紡糸原
液の紡糸ノズルからの吐出線速度（ｍ／分）、Ｖｊｂは、トリアセテート繊維の紡糸原液
の紡糸ノズルからの吐出線速度（ｍ／分）を示す。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、嵩高性と風合いに優れた特徴を有する、セルロースアセテート混繊糸の製造
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルロースアセテート繊維は主原料が天然パルプであり、半合成繊維といわれ天然繊維
の特徴も併せ持つ特徴的な繊維である。即ち、セルロースアセテート繊維は優雅な光沢、
深みのある色調、発色性、ドライ感、更には適度な吸湿性等の衣料用繊維として数多くの
優れた特性を有することから、他の合成繊維とは異なった高級衣料用素材として位置付け
られてきた。
　一方で、特許文献１には、皺になりにくくふっくらとした嵩高・軽量感が付与されたセ
ルロースアセテート繊維素材を提供することを目的として、後加工での熱水処理時にセル
ロースアセテート繊維を伸長させる方法が記載されている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－１１５３２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載された実施例においては伸長率（ＢＷＳ）が５％未満
であり、嵩高性及びソフトな風合いという点では効果が少なく、消費者ニーズの多様化に
合わせた、極度な嵩高性やソフト差の表現は困難であった。
　また、伸長性の異なる他繊維との混繊加工によって得られるものであり、紡糸工程で巻
き取られた繊維束がそのまま効果を発揮するものではなかった。従って、後加工工程の手
間や工程中での不良発生などのリスクがある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の要旨は、ジアセテート繊維とトリアセテート繊維からなる混繊糸であり具体的
には下記（１）～（３）を満たす条件にてジアセテート繊維とトリアセテート繊維を同時
に紡出し、捲き取る混繊糸の製造方法にある。
（１）０．１５＜Ｖｆ／Ｖｊａ＜０．５０、且つ、１２００＜Ｖｊａ＜１６５０
（２）０．１５＜Ｖｆ／Ｖｊｂ＜１．２０、且つ、２００＜Ｖｊｂ＜１６５０
（３）３００≦Ｖｆ≦７００
　（収縮率が負の値とは、伸長していることを示す。）
　式中、Ｖｆは紡出時の引き取り速度（ｍ／分）、Ｖｊａは、ジアセテート繊維の紡糸原
液の紡糸ノズルからの吐出線速度（ｍ／分）、Ｖｊｂは、トリアセテート繊維の紡糸原液
の紡糸ノズルからの吐出線速度（ｍ／分）を示す。
【発明の効果】
【０００６】
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　本発明の混繊糸は、ジアセテート繊維とトリアセテート繊維の両素材を紡糸時に混繊す
ることで嵩高性と風合いに優れたセルロースアセテート混繊糸を効率的に混繊できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明のセルロースアセテート混繊糸は、ジアセテート繊維とトリアセテート繊維は下
記（１）～（３）を満たす条件にて製造することが必要である。
（１）０．１５＜Ｖｆ／Ｖｊａ＜０．５０、且つ、１２００＜Ｖｊａ＜１６５０
（２）０．１５＜Ｖｆ／Ｖｊｂ＜１．２０、且つ、２００＜Ｖｊｂ＜１６５０
（３）３００≦Ｖｆ≦７００
　式中、Ｖｆは紡出時の引き取り速度（ｍ／分）、Ｖｊａは、ジアセテート繊維の紡糸原
液の紡糸ノズルからの吐出線速度（ｍ／分）、Ｖｊｂは、トリアセテート繊維の紡糸原液
の紡糸ノズルからの吐出線速度（ｍ／分）を示す。
【０００８】
　本発明を実施するに当たり、Ｖｆ／Ｖｊａが０．１５以下の場合、及びＶｆ／Ｖｊａが
０．５０以上の場合、引き取り速度に乾燥挙動が追いつかず、連続紡糸が不安定となり好
ましくない。
　また、Ｖｊａが１２００以下の場合、繊維軸方向への十分な乾燥歪が形成されず、目標
とする伸長率が得られない。更に、Ｖｊａが１６５０以上の場合、吐出方向に乱れを生じ
、連続紡糸が不安定となり好ましくない。
【０００９】
　一方、Ｖｆ／Ｖｊｂが０．１５以下の場合、及びＶｆ／Ｖｊｂが１．２０以上の場合も
ジアセテート繊維と同様の問題が生じ、好ましくない。
　また、Ｖｊｂが２００以下の場合、原料の送液量が減少し、吐出量が不安定となり好ま
しくない。更に、Ｖｊｂが１６５０以上の場合、吐出方向に乱れを生じ、連続紡糸が不安
定となり好ましくない。
【００１０】
　また、Ｖｆが３００より小さい場合、生産性が低くなり、Ｖｆが７００を超える場合、
２成分の交絡付与性が劣り、十分な異収縮特性を発揮できない。
【００１１】
　本発明は、混繊糸を構成するジアセテート繊維とトリアセテート繊維はジアセテート繊
維の伸長率が５％以上、且つ、トリアセテート繊維の収縮率が０％以上であることが好ま
しい。
　ジアセテート繊維の伸長率が５％未満であると、従来知られた嵩高性やソフト感のまま
であり、消費者ニーズの多様化に合わせた、極度な嵩高性やソフト差の表現は困難である
。
　一方、トリアセテート繊維の収縮率が０％未満となる場合も極度な嵩高性やソフト差の
表現は困難である。
【００１２】
　また、ジアセテート繊維とトリアセテート繊維の繊度比がジアセテート繊維／トリアセ
テート繊維＜０．５であると、ジアセテート繊維の伸長特性が得られる混繊糸の風合いに
寄与されにくくなり、ジアセテート繊維の単繊維繊度が６ｄｔｅｘ以上であると風合いは
硬くなり好ましくない。
　本発明を実施するに当たってはセルローストリアセテートの紡糸原液とセルロースジア
セテート紡糸原液を夫々別の紡糸口金より、両口金間に所定の距離を設け同時に紡糸する
。紡糸に当たっては各紡糸錘の間隔を予め定めて設定する。各紡糸錘から吐出され乾式紡
糸された糸条はエアー交絡し混繊糸となる。
【００１３】
　本発明の混繊糸を含む織編物は、他の繊維と交織・交編または交撚等により複合してい
るが、これらの場合、本発明の混繊糸が２０質量％以上含まれていることが好ましい。２
０質量％未満になると膨らみ感の効果が得られにくい。



(4) JP 2009-256830 A 2009.11.5

10

20

30

40

50

【００１４】
　以下、実施例をあげて本発明を説明する。なお、各評価は以下の方法に従った。
【００１５】
〔熱水収縮率〕
　１ｄｔｅｘあたり１／２７ｇの張力下で試長１ｍの１０回捲き綛を準備し、１ｄｔｅｘ
あたり２／２．７ｇの荷重を負荷して初期綛長（Ｌ０）を測定する。前記綛を無荷重状態
で１２０℃の熱水中に３０分間浸漬した後、再び荷重をかけて測定綛長（Ｌ１）を測定し
、次式より算出する。
　熱水収縮率（％）＝（Ｌ０－Ｌ１）／Ｌ０×１００
〔強伸度の測定〕
　ＪＩＳ－Ｌ１０１３－８．５（引っ張り強さ及び伸び率）に準拠して求めた。測定は、
強伸度測定器（オリエンテック社製、製品名：ＲＴＡ－５００）を用いて測定した。
〔嵩高性〕
　嵩高性は、ＪＩＳ－Ｌ１０１８法により測定した。
【実施例】
【００１６】
（実施例１～８）
　水酸基の９７％が酢酸化されているセルローストリアセテートを塩化メチレン／メタノ
ールの混合溶剤に溶解した紡糸原液と、水酸基の８０．３％が酢酸化されているセルロー
スジアセテートを塩化メチレン／メタノールの混合溶剤に溶解した紡糸原液とを隣り合う
紡糸錘の間隔を１５ｃｍとして、それぞれ下記表１及び表２記載の条件にて乾式紡糸を行
い、引き続き糸条に対して垂直な方向から圧縮空気流を作用させるインターレース・ノズ
ルを用いて、３５個／ｍの交絡を与えて、セルローストリアセテート繊維とセルロースジ
アセテート繊維からなる混繊糸を得た。
　得られた混繊糸を３０ゲージで編成した８ｃｍ巾の筒編地とし、１２０℃で３０分間の
熱水処理をしたところ、編地は膨らみ感の強い風合いを有していた。
【００１７】
（比較例１）
　実施例２と同様に、下記表１及び表２記載の比較例１に記した条件にて乾式紡糸を行い
、糸条に対して垂直な方向から圧縮空気流を作用させるインターレース・ノズルを用いて
、３５個／ｍの交絡を与えて、４０ｄｔｅｘのセルローストリアセテート繊維と４０ｄｔ
ｅｘのセルロースジアセテート繊維からなる混繊糸を得た。
　得られた混繊糸を３０ゲージで編成した８ｃｍ巾の筒編地とし、１２０℃の熱水処理を
したところ、編地は膨らみ感の弱い風合いのものであった。
【００１８】
（比較例２）
　実施例１～８と同様に、下記表１及び表２記載の比較例３に記した条件にて乾式紡糸を
行い、エアー交絡にて絡みを与えて、８０ｄｔｅｘのセルローストリアセテート繊維と２
５ｄｔｅｘのセルロースジアセテート繊維からなる混繊糸を得た。
　得られた混繊糸を筒編とし、１２０℃の熱水処理をしたところ、編地は膨らみ感の弱い
風合いのものであった。
【００１９】
【表１】

【００２０】
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【表２】

【００２１】
（実施例９）
　実施例２で得られたセルロースアセテート混繊糸と、３３ｄｔｅｘ１２ｆで熱水処理時
の収縮差により自己捲縮発現性を有するポリエステル繊維とをエアー混繊し、１１３ｄｔ
ｅｘ３５ｆのフィラメント混繊糸を製造、平織物（経：１７４本／吋、緯：９７本／吋）
を作成し、染色後、１７０℃で１分の乾熱処理を実施した。得られた織物（経：１９０本
／吋、緯：９８本／吋）は嵩高性に優れ、膨らみ感のあるソフトな風合を有していた。こ
の織物の嵩高性は、３．６ｃｍ3 ／ｇであった。
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